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米国時間 2011 年 5 月 16 日に発表されたプレスリリースの抄訳です。 

 

FortiMail が Virus Bulletin 誌のアンチスパム アワードを 12 期連続で受賞 
 

安定したスパム検知率と誤検知ゼロが評価され、 

メッセージング セキュリティ アプライアンスが VBSpam 認定を獲得 

 

Unified Threat Management/統合脅威管理 (以下、UTM) 市場のリーディングベンダー、

Fortinet®(本社：米国カリフォルニア州サニーベール、日本法人：フォーティネットジャパ

ン株式会社、東京都港区、以下、フォーティネット)は本日、同社の FortiMail メッセージン

グ セキュリティ アプライアンスが 12 期連続となる VBSpam アワードの Virus Bulletin 認定

を受賞したことを発表しました。  

 

Virus Bulletin のチームは、FortiMail と多数の国から集められたアンチスパム 18 製品を対象

に、スパム検知率と誤検知率に関するテストを実施しました。Virus Bulletin のレポートによ

ると、フォーティネットが今回も受賞者として選出されたことが報告された上で、次のよ

うに述べられています。「FortiMailは先月のスパム検知率と同等の性能を発揮するとともに、

今回もまた誤検知ゼロを達成し、前回のテスト期間と同一となる高得点の最終スコアを記

録しました。」  

 

Virus Bulletin は今月、新しいブラックリストおよびホワイトリスト テストをベンチマーク

手法に導入しました。これは次の 4 つの機能を評価するものです。  

 

ある IP アドレスから受信した E メールにホワイトリスト機能を実行する可能性 

ある IP アドレスから受信した E メールにブラックリスト機能を実行する可能性 

送信者のドメインに基づいて E メールにホワイトリスト機能を実行する可能性 

送信者のドメインに基づいて E メールにブラックリスト機能を実行する可能性 

 

すべてのネットワーク管理者がブラックリストおよびホワイトリスト機能の使用を望んで



いるわけではありませんが (設定を誤ると、多数の E メールを喪失したり受信箱がスパムで

一杯になってしまったりする恐れがあるため)、FortiMail では管理者がこの機能を有効また

は無効にすることができます。レポートによると、FortiMail のコントロールで使用するも

のと同一の Web インタフェースでブラックリストとホワイトリストの両方を設定すること

ができ、「ほとんど問題が発生することなく設定が完了し、機能させることができました。」  

 

フォーティネットの Patrick Bedwell プロダクトマーケティング担当バイスプレジデントは

次のように述べています。「安定した高い製品パフォーマンスと精度に加え、誤検知率が低

いことも、あらゆる E メール セキュリティ アプライアンスの信頼性を語る上で大変重要

です。我々は FortiMail が 12 期連続で VBSpam 認定を獲得したことを大変喜ばしく思いま

す。」  

 

メッセージング セキュリティ アプライアンスである FortiMail ファミリーは、スモールビ

ジネスから大規模エンタープライズ、キャリア、サービスプロバイダに至るあらゆる規模

のユーザに対応した、実績あるメッセージング セキュリティ プラットフォームです。き

わめて厳しい要求にも耐えうるメッセージング システムとして専用に開発されたFortiMail

アプライアンスは、スパム、マルウェア、その他メッセージに伴う脅威からネットワーク

を保護してきたフォーティネットの長年にわたる経験が活かされています。  

 

 

フォーティネットについて (www.fortinet.com)  

フォーティネットは (NASDAQ: FTNT) ネットワーク セキュリティ アプライアンスのワ

ールドワイド プロバイダであり、統合脅威管理 (UTM) のマーケット リーダーでもありま

す。フォーティネットの製品とサブスクリプション サービスは、ダイナミックなセキュリ

ティ脅威に対抗する広範で高性能な統合プロテクション機能を提供しつつ、IT セキュリテ

ィ インフラの簡易化も実現します。フォーティネットの顧客には、米フォーチュン誌が選

出する 2009 Fortune Global 100 の大部分を含む世界中の大規模企業、サービスプロバイダ、

行政機関が名を連ねています。フォーティネットのフラグシップである FortiGate 製品は

ASIC による高速なパフォーマンスを誇り、アプリケーションやネットワークの脅威から保

護する多層セキュリティ機能が統合されています。フォーティネットの幅広い製品ライン

は UTM にとどまらず、エンドポイントからデータベースやアプリケーションなどの境界や

コアに至る大規模エンタープライズのセキュリティを保護します。フォーティネットは本

社をカリフォルニア州サニーベールに構え、世界中にオフィスを展開しています。  
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